
る
こ
と
を
目
的
に
、
軽
可
搬

ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
う

べ
く
２
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
今
年
の
大
会
に

は
44
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

本
県
代
表
の
福
島
市
消
防

団
女
性
消
防
隊
は
、
競
技

前
、
西
山
敏
彦
県
消
防
協
会

長
、
橋
本
則
昭
福
島
市
消
防

本
部
消
防
長
、
菱
沼
喜
雄
福

島
市
消
防
団
副
団
長
か
ら
の
激
励
の
こ
と
ば

を
受
け
、
選
手
の
士
気
は
い
よ
い
よ
高
ま

り
、
駆
け
つ
け
た
応
援
団

か
ら
の
声
援
も
受
け
、
力

一
杯
の
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
善
戦
す
る
も

残
念
な
が
ら
入
賞
に
は
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

齋
藤
三
起
子
隊
長
ほ
か
選

手
六
名
全
員
で
、
日
頃
の

訓
練
以
上
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
激
励
交

流
会
は
、
大
さ
ん
橋
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
大
沢
博

消
防
庁
長
官
、
国
会
議
員

等
ご
来
賓
、
消
防
応
援
団

の
方
々
、
消
防
関
係
者
な

ど
約
６
０
０
名
が
参
加

編
集
者

福
島
市
中
町
５
番
21
号

福
島
県
消
防
会
館
内

公
益
財
団
法
人  

福
島
県
消
防
協
会

　
　
　
　

電
話（
福
島
）

（522）
５
９
７
４

印
刷
人

　

福
島
市
南
矢
野
目
字
萩
ノ
目
裏
１
―
１

　
　
　
　

村
　
山
　
広
　
一

　
　
　
　

電
話（
福
島
）

（553）
４
６
０
０

福島県消防協会公式 HP
https://zfsk.or.jp

急
ぐ
日
も
　
足
止
め
火
を
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
備
よ
し
　

令
和
７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

令
和
７
年
10
月
28
日

（
火
）、
第
26
回
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
が
、

総
務
省
消
防
庁
及
び

（
公
財
）
日
本
消
防
協

会
の
主
催
で
、
神
奈
川

県
横
浜
市
に
あ
る
横
浜

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
性

消
防
隊
の
消
防
技
術
向

上
と
士
気
の
高
揚
を
図

し
、
意
見
交
換
等
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
消

防
応
援
団
の
山
田
邦
子
さ
ん
や
蝶
野
正
洋
さ

ん
、
横
浜
市
出
身
の
石
塚
英
彦
さ
ん
ら
か
ら

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
出
場
選
手

代
表
の
決
意
表
明
も
行
わ
れ
、
地
域
間
の
絆

が
深
ま
る
と
と
も
に
、
大
会
で
の
健
闘
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

◦
優
　
勝

　

千
葉
県
柏
市
女
性
消
防
隊

◦
準
優
勝

　

福
岡
県
筑
後
市
女
性
消
防
隊

　

東
京
都
八
王
子
市
消
防
団
女
性
消
防
隊

知
事
表
敬
訪
問

知
事
表
敬
訪
問

福島市消防団女性消防隊 健闘！
第26回全国女性消防操法大会が開催第26回全国女性消防操法大会が開催

　

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
先
立
ち
、
県

代
表
の
福
島
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
が
10
月

９
日（
木
）に
県
庁
を
訪
問
し
、
内
堀
雅
雄
知

　

第
31
回
全
国
消
防
操
法
大
会
が
令
和
８
年

10
月
31
日（
土
）に
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
本
県
代
表
は
ポ

ン
プ
車
の
部
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

出
場
順
を
決
め
る
抽
選
会
は
、
２
月
27
日

に
日
本
消
防
協
会
で
行
わ
れ
、
福
島
県
は
12

番
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
代
表
の
消
防
団
は
、
８
月
30

日（
日
）に
行
わ
れ
る
第
46
回
福
島
県
消
防
操

法
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
消
防
協
会
で
は
、
消
防
団
防
災
学
習・

災
害
活
動
車
両
交
付
事
業
と
し
て
、
防
火
防

災
学
習
や
広
報
活
動
等
に
活
用
で
き
る
車
両

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
活
動
車
両
は
、
一
般
財
団
法
人

日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら
の
助
成
事
業
で
、
平

時
は
地
域
住
民
等
に
対
す
る
防
災
学
習
や
防

災
指
導
に
活
用
し
、
災
害
時
に
は
緊
急
車
両

と
し
て
人
員
輸
送
や
資
機
材
搬
送
な
ど
に
使

用
で
き
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
福
島
市
消
防
団
が
車
両

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

福
島
市
消
防
団
の
西
山
敏
彦
団
長
は
、「
平

常
時
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
女
性
消
防

隊
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
市
内
小
学
校
で

の
防
火
・
防
災
教
育
等
に
お
い
て
、
車
両
と

併
せ
て
交
付
さ
れ
た
防
災
学
習
資
器
材
を
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
地
域
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。
災
害
時
に
は
、
広
報

や
現
場
指
揮
な
ど
多
種
多
様
な
運
用
を
行
い
、

防
災
・
減
災
の
た
め

に
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
市
民
の
安
全・

安
心
を
守
る
た
め
、

様
々
な
場
面
で
の
有

効
活
用
へ
の
期
待
を

述
べ
て
い
ま
す
。

福
島
市
消
防
団
に

福
島
市
消
防
団
に

��

消
防
車
両
を
交
付

消
防
車
両
を
交
付

第第
3131
回
全
国
消
防
操
法
大
会

回
全
国
消
防
操
法
大
会

出
場
順
決
定

出
場
順
決
定

事
に
大
会
出
場

に
向
け
た
意
気

込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　

知
事
と
の
会

談
の
中
で
、
指

揮
者
の
宮
村
た

ま
江
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
支

え
て
い
た
だ
い

た
人
々
に
感
謝
し
、
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ

て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
西
山
敏
彦
県
消
防
協
会
長
が
同
行

し
ま
し
た
。

福 島 消 防 新 聞令和7年10月〜令和8年3月合併号（1） 第457号
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第
78
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
は
、

令
和
８
年
３
月
６
日（
金
）に
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
国
歌
斉
唱
、
消
防
殉
職
者

に
対
す
る
黙
と
う
が
行
わ
れ
、
各
種
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

10
団
、
特
別
功
労
章
10
名
、
表
彰
旗
34
団
、

竿
頭
綬
88
団
、
功
績
章
８
５
９
名
、
精
績
章

２
０
５
８
名
、
勤
続
章
９
６
０
０
名
、
優
良

女
性
消
防
隊
表

彰
旗
７
隊
、
優

良
女
性
消
防
隊

員
功
績
章
６

名
、
永
年
勤
続

職
員
表
彰
５
名

で
、
本
県
関
係

の
受
賞
者
等
は

次
の
と
お
り
で

す
。

◦
表
彰
旗　

石
川
町
消
防
団

◦
竿
頭
綬　

泉
崎
村
消
防
団

　
　
　
　
　

昭
和
村
消
防
団

　
　
　
　
　

飯
舘
村
消
防
団

◦
功
績
章　

31
名

◦
精
績
章　

76
名

◦
勤
続
章　

３
２
３
名

　

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
、
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
の
消
防
防
災
活
動
の
展

開
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
神
戸
大
学
名
誉

教
授
の
室
﨑
益
輝
氏
と
兵
庫
県
立
大
学
大
学

院
教
授
の
阪
本
真
由
美
氏
か
ら
、
災
害
の
時

代
に
向
き
合
う

地
域
の
防
災
の

あ
り
方
や
災
害

対
策
な
ど
お
話

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
10
月
７
日（
火
）・
８
日（
水
）

の
２
日
間
、
令
和
７
年
度
消
防
団
員
指
導
員

研
修
を
福
島
県
消
防
学
校
で
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
に
は
、
県
内
15
消
防
団
か
ら
19
名

が
参
加
し
ま
し
た

　

第
１
日
目
は
、
開
講
式
に
引
き
続
き
、
県

危
機
管
理
課
か
ら
、
令
和
７
年
４
月
に
制
定

さ
れ
た
県
防
災
基
本
条
例
の
解
説
と
県
防
災

ア
プ
リ
を
開
発
し
た
目
的
や
主
な
機
能
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

県
消
防
学
校
講
師
に
よ
る
「
幹
部
の
心
得
」

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
県
消
防
学
校
講
師
に
よ
る

「
応
急
手
当
」
と
し
て
、
シ
ー
ツ
や
衣
類
を

用
い
た
搬
送
用
簡
易
タ
ン
カ
の
扱
い
方
、
三

角
巾
を
用
い
た
骨
折
時
の
固
定
方
法
な
ど
の

指
導
を
受
け
、
続
い
て
「
訓
練
礼
式
（
座

学
）」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
県
消
防
学
校
講
師
に
よ
る

「
訓
練
礼
式

（
実
技
）」
が

行
わ
れ
、
午

後
は
、
県
消

防
学
校
講
師

に
よ
る
「
現

場
指
揮
」
と

し
て
、
現
場

指
揮
の
重
要

性
、
指
揮
者
の
心

構
え
や
団
員
の
安

全
確
保
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
消

防
団
の
事
故
対

策
」
と
し
て
、
安

全
管
理
の
意
義
、

火
災
現
場
に
お
け

る
安
全
管
理
の
実

践
な
ど
、
安
全
管

理
（
事
故
防
止
）
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
の
閉
講
式
で
は
、
西
山
敏
彦
県
消
防

協
会
長
が
研
修
生
一
人
一
人
に
修
了
証
書
と

訓
練
指
導
員
章
を
授
与
し
、
最
後
に
、
総
代

を
務
め
た
い
わ
き
市
消
防
団
の
下
枝
一
也
分

団
長
が
挨
拶
を
行
い
、
研
修
の
全
日
程
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
８
年
度
か
ら
消
防
団
員
指
導

員
研
修
は
、
県

消
防
学
校
が
実

施
す
る
幹
部
教

育
指
揮
幹
部
科

分
団
指
揮
課
程

と
合
同
で
実
施

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

第
78
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式



福 島 消 防 新 聞令和7年10月〜令和8年3月合併号（3） 第457号

◦
第
30
回 

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長
崎
大
会
◦

　

令
和
７
年
11
月
13
日（
木
）、
長
崎
県
長
崎

市
に
あ
る
「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」
で
、
第
30

回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
長
崎
大
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
全

国
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
日

頃
の
活
動
等
を
紹
介
し
、
団
員
相
互
の
情
報

交
流
等
を
通
じ
、
女
性
団
員
の
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
県
内
か
ら
は
17
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
、
大
会
旗
が
入
場
、
開
会
宣
言
、

国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
主
催
者
と
し
て
大
沢

博
消
防
庁
長
官
、
秋
本
敏
文
日
本
消
防
協
会

長
と
実
行
委
員
会
委
員
長
の
川
上
清
記
長
崎

県
消
防
協
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
地
の
大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事
、

柴
原
慎
一
長
崎
市
副
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
は
、
５
つ
の
消
防
団
が
緊
急

連
絡
カ
ー
ド
と
心
肺
蘇
生
の
実
体
験
、
防
災

学
習
用
車
両
を
使
用
し
た
活
動
の
見
直
し
、

女
性
消
防
団
員
地
域
防
災
力
強
化
研
修
、
未

来
に
つ
な
ぐ
消
防
団
活
動
、
今
後
の
女
性
消

防
団
の
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
事
例
を
発
表

し
ま
し
た
。

⃝

活
動
事
例
発
表
（
５
団
体
）

　

青
森
県
五
所
川
原
市
消
防
団
本
団
総
務
分
団

　

岩
手
県
北
上
市
消
防
団

　

広
島
県
内
の
消
防
団

　

愛
媛
県
四
国
中
央
市
消
防
団

　

長
崎
県
長
崎
市
消
防
団

　

午
後
か
ら
は
、
記
念
講
演
と
し
て
長
崎
県

平
戸
市
出
身

で
、
株
式
会
社

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト

た
か
た
創
業
者

の
髙
田
明
氏
か

ら
「
夢
持
ち
続

け
日
々
精
進
」

と
題
し
て
、
日

頃
か
ら
目
標
や

夢
を
持
ち
続

け
、
情
熱
を

持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
の
大
切

さ
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
２

つ
の
消
防
団
が

「
幼
児
か
ら
の
防
災
教
育
」
や
地
域
の
幼
稚

園
や
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る
紙
芝
居
と
寸

劇
を
組
み
合
わ
せ
た
「
幼
児
防
火
教
室
」
を

披
露
し
ま
し
た
。

⃝

防
火
防
災
啓
発
劇
（
２
団
体
）

　

北
海
道
江
別
市
消
防
団
女
性
分
団

　

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
消
防
団
女
性
分
団

　

続
い
て
、
秋
本
会
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
事
例
発
表
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
女
性
消
防

団
の
活
動
の
取
組
や
課
題
な
ど
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
全
国
の
消
防
団
の
活

動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
地
元

を
Ｐ
Ｒ
す
る
多
く
の
女
性
消
防
団
員
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
宣
言
、お
礼
の
言
葉
、

大
会
旗
引
継
が
行
わ
れ
、
次
期
開
催
地
の
北

海
道
消
防
協
会
の
花
田
了
彰
会
長
が
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

　

次
回
大
会
は
、
令
和
８
年
９
月
25
日

（
金
）、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
の
女
性
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
県
参
加
団
体

　

福
島
市
消
防
団
、
伊
達
市
消
防
団
、
石
川

町
消
防
団
、
北
塩
原
村
消
防
団
、
新
地
町
消

防
団
、
福
島
県
消
防
協
会
相
馬
支
部
、
福
島

県
消
防
協
会

来
ん
ね
！
平
和
の
街
へ
　
島
々
へ

来
ん
ね
！
平
和
の
街
へ
　
島
々
へ

～
未
来
へ
、
長
崎
で
つ
な
が
る
女
性
消
防
団
～

～
未
来
へ
、
長
崎
で
つ
な
が
る
女
性
消
防
団
～

　

令
和
８
年
２

月
25
日（
水
）・

26
日（
木
）の
２

日
間
、
郡
山
市

熱
海
町
の
ホ
テ

ル
華
の
湯
で
令

和
７
年
度
消
防

団
長
等
研
修
会

を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
、

県
内
の
消
防
団
長
や
消
防
長
、
市
町
村
職
員

等
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
椎
名
勉
県
消
防
保
安
課
長
か
ら

「
消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
の
講
話
、

境
野
浩
義
県
消
防
学
校
長
か
ら
「
福
島
県
消

防
学
校
消
防
団
員
教
育
に
つ
い
て
」
の
説

明
、
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
等
充
実
強
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
上
田
伸
次
郎
氏
か
ら
「
消
防

組
織
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
と
題

し
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
田
氏

は
、
東
京
消
防
庁
で
方
面
本
部
長
や
人
事
部

長
を
歴
任
さ
れ
、
人
事
部
門

で
の
長
い
経
験
か
ら
全
国
各

地
で
、
人
事
管
理
や
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
な
ど
講
演
を
し

て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
必
要

性
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ

の
実
例
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
発

生
後
の
対
応
な
ど
、
大
変
参

考
に
な
る
話
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
福

島
県
議
会
議
員

で
構
成
す
る
福

島
県
消
防
協
力

議
員
会
と
参
加

者
が
一
堂
に
会

し
、
情
報
交
換

懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
議

員
会
の
方
々
に
は
、
懇
談
会
を
通
じ
て
、
消

防
団
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
な
ど
を
理
解

い
た
だ
き
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
の

防
災
力
の
充
実
強
化
に
向
け
て
、
支
援
・
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
も
の
が
た
り
法
人
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
代
表
で
映
画
監
督
の
林
弘
樹
氏
か

ら
「
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
～
誰
と
生

き
る
か
、
地
域
の
絆
の
物
語
～
」
と
題
し
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
消

防
団
活
動
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に

し
た
映
画
「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」
を
鑑
賞
し
、

そ
の
後
、
林
監
督
か
ら
製
作

の
き
っ
か
け
や
こ
の
物
語
に

込
め
ら
れ
た
思
い
、
消
防
団

の
意
義
や
課
題
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
地
域
の
安
全
・

安
心
や
郷
土
愛
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
気
持

ち
を
新
た
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
み
た
い
。」
な
ど
、

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度　　

消
防
団
長
等
研
修
会

消
防
団
長
等
研
修
会



女
性
消
防
団
員
等
研
修
会

女
性
消
防
団
員
等
研
修
会

　

次
に
、
県
消

防
保
安
課
の
椎

名
勉
課
長
か
ら

「
消
防
団
の
充

実
強
化
に
つ
い

て
～
県
の
取
組

み
～
」
と
題
し

て
、
若
者
や
女

性
の
入
団
促
進

に
向
け
た
県
の
取
組
な
ど
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
県
消
防
学
校
の
鈴
木
一
弘
主
幹

兼
副
校
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。「
ホ
ン
ネ
ト
ー
ク
」
と

題
し
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
分
自
身

の
こ
と
、現
在
の
状
況
、今
後
の
在
り
方
な
ど
、

自
分
の
心
の
中
に
あ
る
真
実
の
気
持
ち
や
考

え
を
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
た
同
じ
女
性
団

員
同
士
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
11
月
１
日（
土
）、
郡
山
市
の
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

令
和
７
年
度
女
性
消
防
団
員
等
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
研
修
会
は
、
女
性
消
防
団

員
の
活
動
の
活
性
化
と
交
流
の
促
進
に
つ
な

げ
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
県
内
の
女
性
消
防
団
員
等
約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
西
山
敏
彦
県
消
防
協
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
県
危
機
管
理
課
の
佐
藤
敬
課

長
か
ら
「
福
島
県
防
災
基
本
条
例
と
消
防
・

防
災
」
と
題
し
て
、
令
和
７
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
福
島
県
防
災
基
本
条
例
の
概
要
や
県

の
取
組
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
県
消
防
学
校
の
工
藤
裕
美
専
門
教

務
主
任
が
講
師
と
な
り
、
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
グ
ル
ー
プ
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
災
害
対
応
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、
様
々
な
意
見
や
価

値
観
を
参
加
者
同
士
が
共
有

す
る
も
の
で
、
単
一
の
正
解

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
災
害
対
応
の
場
面

で
、
誰
も
が
誠
実
に
考
え
対

応
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
た

め
に
は
災
害
が
起
こ
る
前
か

ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
ら

れ
ま
し
た
。

令和
７年度

（機器協会員）
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―― 福島県下代理店 ――
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� いわき市（26）5401
和田自動車㈱� 郡山市（943）3400
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令
和
７
年

度
東
北
地
区

消
防
連
絡
協

議
会
が
、
令

和
７
年
11
月

20
日（
木
）・

21
日（
金
）の

２
日
間
、
十

日
町
市
の
あ

て
ま
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
開
催

さ
れ
、
東
北
６
県
及
び
新
潟
県
の
各
消
防
協

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
等
が
出
席
し
、

要
望
事
項
や
協
議
事
項
に
つ
い
て
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
の
協
議
会
で
は
、
消
防
殉
職
者

等
に
対
し
黙
と
う
を
行
っ
た
後
、
樋
口
茂
吉

新
潟
県
消
防
協
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
新
潟

県
知
事
（
代
理 

県
防
災
局
次
長
）、
関
口
芳

史
十
日
町
市
長
の
来
賓
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
の
審
議
に
入
り
、
前

年
度
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項

に
つ
い
て
、
昨
年
度
幹
事
県

の
青
森
県
消
防
協
会
か
ら
、

日
本
消
防
協
会
へ
要
望
書
を

提
出
し
た
旨
の
処
理
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
県
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
題
の
討
議
が
行
わ

れ
、「
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
大
会

の
日
程
に
つ

い
て
」
の
要

望
事
項
、「
消

防
団
協
力
事

業
所
の
認
定

事
業
所
に
対

す
る
優
遇
措

置
に
つ
い

て
」
等
12
項
目
の
照
会
事
項
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
討
議
終
了
後
、
昨
年
２
月
に
発
生
し

た
気
仙
地
区
の
林
野
火
災
に
つ
い
て
、
上
平

久
浩
岩
手
県
消
防
協
会
事
務
局
長
か
ら
、
発

生
か
ら
鎮
火
ま
で
の
約
１
か
月
半
に
わ
た
る

消
防
団
及
び
常
備
消
防
の
活
動
状
況
の
情
報

を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
開
催

順
番
表
の
と
お
り
、
山
形
県
で
開
催
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
阿
部
雅
義

山
形
県
消
防
協
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
視
察
研

修
と
し
て
十
日
町
地
域
消

防
本
部
十
日
町
地
域
消
防

署
を
訪
れ
、
施
設
概
要
の

説
明
を
受
け
、
消
防
車
両

や
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

令
和
７
年
度 

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

～
新
潟
県
で
開
催
～



福島県消防協会の令和８年度事業計画・予算が決定
　福島県消防協会の令和７年度第４回理事会が令和８年２月17日（火）に開催され、令和８年度事業計画・予算などが
決定されました。
　令和８年度事業計画・予算の概要は、次表のとおりです。
　なお、令和８年度の事業計画・予算は、公式ホームページに掲載します。

４月23日（木）県協会支部事務連絡会議 杉妻会館
６月５日（金）令和８年度福島県消防殉職者等慰霊祭 南相馬市（さくらホール）
６月６日（土）第79回福島県消防大会 南相馬市（ゆめはっと）
７月16日（木）
　～17日（金）令和８年度東北地区消防連絡協議会 山形県山形市

８月30日（日）第46回福島県消防操法大会 福島県消防学校
９月10日（木）第45回全国消防殉職者慰霊祭 東京都（ニッショーホール）
９月25日（金）第31回全国女性消防団員活性化北海道大会 北海道札幌市（札幌コンベンションセンター）
10月30日（金）第31回全国消防操法大会激励交流会 東京都
10月31日（土）第31回全国消防操法大会 東京都（東京臨海広域防災公園）
11月14日（土）
　～15日（日）令和８年度消防団訓練指導員研修（第１回） 福島県消防学校

11月 令和８年度女性消防団員等研修会 未　定
２月13日（土）
　～14日（日）令和８年度消防団訓練指導員研修（第２回） 福島県消防学校

３月５日（金）第79回日本消防協会定例表彰式 東京都（ニッショーホール）
未　　定 令和８年度団長等研修会 未　定

○収入の部　　総額 40,417,900円
　・公益目的事業会計 19,913,600円
　　　　主な内容　市町村負担金 15,806,700円
　　　　　　　　　県補助金等・日消助成金 3,018,000円
　・収益事業会計（消防会館管理事業） 8,212,200円
　　　　主な内容　受取家賃 8,204,800円
　・収益事業会計（共済事業） 9,331,200円
　　　　主な内容　日消事務費・助成金 9,310,000円
　・収益事業会計（その他事業） 1,201,800円
　・法人会計 1,759,100円
○支出の部　　総額 44,958,900円
　・公益目的事業会計 33,355,800円
　・収益事業会計（消防会館管理事業） 4,131,800円
　・収益事業会計（共済事業） 3,438,100円
　・収益事業会計（その他事業） 1,428,300円
　・法人会計 2,604,900円

令和８年度事業計画（主要行事） 令和８年度予算概要

火災共済に加入しましょう

風水雪害や地震等にも共済金や見舞金を支給
お問い合わせ

生活協同組合全日本消防人共済会
TEL 03-6263-9822　http://www.shouboujin.or.jp/

まさかの時にお役に立ちます！

アルミ製蓄圧式
粉末消火器

（機器協会員）

普通免許対応車両総重量3.5未満
CD－I型 ミラクルLight

〒983-0034　宮城県仙台市宮城野区扇町1丁目6番34号
仙 台 支 店　TEL.022-785-8111
東北営業部　TEL.022-785-8113

トーハツ消防ポンプ

白河市字大鳥居橋前83−14
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ふくはっぴぃ賞

家事と火事
　請け負う母の
　　　　　二刀流

千葉県 愛の花 様

兵庫県 Ｈ・Ｕ 様

火の粉舞う
　仲間とともに
　　　　　守る街

矢吹町 ぽこぴっち 様

子は見てる
　汗かく背中
　　　　その法被

愛知県 さごじょう 様

強くなる
　　仲間の絆
　　　　　地元愛

消防の
　ママの敬礼
　　　かっこいい

愛知県 アサリちゃん 様

炎より
　　熱き心で
　　　　　街守る

埼玉県 せみさん 様

防災の
　知恵と技あり
　　　　　消防団

静岡県しまたろう 様

消防川柳「Fire エール 五・七・五」入賞作品決定
　仕事を持ちながら自分たちの地域を守るため、日夜活動している福島県内の消防団員にエールを贈る
とともに、消防団員の活動を広く福島県の人々にお知らせするために、ユーモアあふれる消防川柳
「Fire エール 五・七・五」を募集したところ、全国各地の713名の方から1,877作品が寄せられました。
ご応募いただいた作品は、地域を守る消防団員への熱いメッセージとなっており、本当に多くの作品を
お寄せいただきありがとうございました。
　入賞作品の選考会を開催し、次のとおり入賞作品が決まりました。

エール賞
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消防個人年金

将来の自分のための積立年金制度です
最長で70歳まで積み立てることができます

消防団員・消防職員だからこそ
加入できる

お問い合わせ
（公財）日本消防協会　年金共済部

TEL 0120-658-494　https://nissho.or.jp

福島支社　福島市岡島字長岬６−７
　　　　　　☎024（572）3663㈹

福 島 支 店　☎024（572）6414㈹
郡 山 支 店　☎0248（72）2020㈹
いわき支店　☎0246（58）4081㈹
会 津 支 店　☎0242（24）3455㈹
相双営業所　☎0244（24）3255㈹
本宮営業所　☎0243（63）2660㈹
白河営業所　☎0248（22）7125㈹

自動車東北株式会社自動車東北株式会社
本　　　社　郡山市安積町笹川字蜂田５番地１
　　　　　　☎024-945-1665
郡 山 支 店　須賀川市茶畑町25番３
　　　　　　☎0248-63-7070
福 島 支 店　福島市荒井北２丁目１-１
　　　　　　☎024-593-0333
いわき支店　いわき市小名浜島字渡地６番地１
　　　　　　☎0246-58-8181
会津営業所　会津若松市神指町大字北四合字横沼東110-1
　　　　　　☎0242-37-2233
相双営業所　相馬市柚木字大関72番地５
　　　　　　☎0244-36-0385
白 河 支 店　西白河郡泉崎村大字泉崎字中核工業団地311-1
　　　　　　☎0248-54-1035

福島日野自動車株式会社

本　社　郡山市図景１丁目17−24
　　　　　　（024）932−0440㈹
営業所　会津若松市建福寺前１−25
　　　　　　（0242）27−1056
営業所　二本松市郭内１丁目31−3
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（機器協会員）

福 島 消 防 新 聞 令和7年10月〜令和8年3月合併号（6）第457号


